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ごあいさつ

a s a h i g a o k a s o u n e w s

この度発生した東日本大震災により、被災された地域の皆さまには、心からお見舞い申し上げ

ます。復興に向けた輪が広がりつつあり、１日も早い復興を願っております。

ご家族の方には、４月の家族総会にご出席を賜り当施設の方針と事業計画等ご説明させていた

だき、今年度も更なるご協力をお願いしたいところです。また、当施設は佐用町の行政、ボラン

ティア等多くの方に支えられている施設です。地域から愛され、信頼され、選ばれる施設づくり

を目指しています。

兵庫県社会福祉事業団が推進する「新経営１０ヶ年計画」に基づき、個別支援の推進による生

活の質の向上、利用者様の健康管理の充実、福祉サービス第三者評価事業の受審等、利用者本位

のサービスの向上を最重点に取り組んでいきたいと思います。

安全・安心を感じていただける施設運営を職員一丸となって取り組んでいきたいと思います。

皆さまのご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

東日本大震災で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げるとともに、

一刻も早い復興をお祈り申しあげます。

朝陽ケ丘荘 所長 佐々木 茂夫



よろしくお願いします
４月１日以降、異動・採用で

新たに朝陽ケ丘荘の一員

になった職員です

奥本 雄美 次長兼総務課長

吉村 俊樹 支援課長

粟田 敬之助 あさぎりの郷 支援員

橋元 美奈海 みかづきの郷 支援員

森元 佐織 みかづきの郷 支援員

田中 一裕 （総合リハビリテーションセンター）

長尾 健 （西播磨総合リハビリテーションセンター）

箱根 滿壽美 （赤穂精華園）

柗本 健 （総合リハビリテーションセンター）

梅田 秀喜 （事務局）

山口 貴義 （赤穂精華園）

新たな職場でがんばってください

おつかれさまでした

転出者紹介

大畑 里紗 栄養士補助

三木 京子 事務補助

坂本 英子 デイサービス介護補助員

山本 由美香 夜間専門員

競輪補助事業完了のお知らせ

平成22年度の競輪補助金を受け、福祉車両がさらに充実しました

・事 業 名：平成22年度 福祉車両の整備・補助事業

・事 業 内 容：福祉車両整備（移送車Ⅲ 1台）

・補 助 金 額：1,690,000円

・完了年月日：平成23年3月25日

竹元 阿紀子 あさぎりの郷 介護補助員

坂根 里香 栄養士補助

児玉 貴美子 ひまわりの郷 介護補助員

神原 文耶 ほたるの郷 支援員

福本 眞利子 みかづきの郷 支援員

古川 サカエ 夜間専門員



 

 

 

平成 23 年度 特別養護老人ホーム朝陽ケ丘荘 事業体系表 

～利用者本位の支援と自主経営基盤の確立をめざして～ 

 

 

１ 利用者本位のサービスの提供 

（1）ユニットケアの実践  

  ① 拡 ユニットケア推進に係る目標設定の実施 

   ②   高齢者施設機能の充実 

    拡 ・喫茶コーナー、売店の充実 

  ③   ユニットケア全国セミナー等への参加 

（2）個別支援の実践・定着 

  ①   ケアプラン策定の充実 

  ②   ケアカンファレンスの充実 

（3）「あったかサポート」サービス評価事業等 

① 新 福祉サービス第三者評価事業の受審 

  ②   自己評価の実施 

  ③   「あったかサポート実践運動」の実施 

（4）健康管理の充実 

  ① 拡 健康管理の充実 

（5）福祉サービスに関する苦情解決事業の実施 

  ①   利用者の権利を擁護する環境づくり 

 ②    苦情等対応事例集・対応マニュアル等の 

作成 

（6）人権擁護の推進  

 ①   身体拘束ゼロ作戦への取り組み 

  ②   高齢者虐待防止の推進 

（7）家族会等との連携強化  

①   家族会等との連携強化 

（8）専門職種連絡会の実施  

  ①   栄養士連絡会 

  ②   看護師連絡会 

  ③   ケアマネジャー連絡会 

（9）障害者の就労支援強化 

 ①   知的障害者施設の就労支援の推進 

 

２ 地域で支え合う仕組みづくり 

（1）多様な福祉機能をもつ地域福祉拠点の構築  

 ① 拡 認知症対応型通所介護事業の強化 

 ②   居宅介護支援事業の実施 

  ③   地域貢献事業の推進 

      ・研修、実習生の積極的な受け入れ 

    新 ・公開セミナー等の開催 

       ＰＴＡ、地域住民へのセミナー開催 

       地元佐用高校との連携による福祉教育の

推進 

       地域にオープン化した研修実施 

      ・災害時における事業団施設間の相互体制の

整備  

 

３ 福祉と医療の連携による事業推進 

（1）個性と魅力ある施設の実現  

① 拡 各種セラピストの派遣受け入れ 

  ②   講師の派遣 

  ③   認知症地域ケアの実践 

 

4 人材育成と働きがいのある職場づくり 

（1）人材育成基本方針の推進   

 ①   人材育成基本方針等による事業推進 

  ②   職場研修推進体制の整備等 

（2）積極的なＯＪＴ及びＳＤＳによる「人材を人財に」 

  ①   ＯＪＴ推進体制の構築 

  ②   組織性研修の実施 

  ③   専門性研修の実施 

   ④   自己研鑽（ＳＤＳ）への支援 

      ・介護福祉士資格取得への支援 

      ・事業団アカデミーへの参加支援 

      ・介護福祉士実習指導者講習会の受講 

      ・その他自己研鑽への支援 

（3）研究成果等の発表  

 ①   職員研究等の発表会への参加 

  ②   実践・研究紀要への投稿 

  ③   全事協実務研究論文等への応募 

 

5 経営基盤の安定・強化 

（1）経営基盤の強化 

  ① 拡 待機利用者の利用促進等による本体＋ 

ショートステイ稼働率98％以上を目指す 

  ②   ショートステイの受け入れ体制の充実 

  ③ 拡 認知症対応型通所介護事業稼働率90％以上

を目指す 

  ④   朝陽ケ丘荘居宅介護支援事業所ケアプラン

作成数を 35 件（予防５件）確保する 

  ⑤   委託契約等を見直し、一層の経費削減に努め

る 

（2）経営会議への参加 

（3）施設経営協議会の活用 

  ①   朝陽ケ丘荘施設運営協議会の開催  



私達、看護スタッフは利用者様の安らかな

日々を願って看護しています。

看護と介護の協調性、介護職員との連携の重

要性、利用者に関わるすべての人からなるチー

ムケアの大切さを毎日の日々のケアの中で実感

しています。

身体面、精神面からも森医師の診察と協力を

得て健康管理に努めています。

利用者様、ご家族様の身近な声を受けとめら

れる看護職員でありたいと思っています。

スタッフ紹介

医 師：森 先生

看 護 師：岡野・吉田・鈴木・春名

介 護：植田

機能訓練指導員：中尾・尾崎

“ほたる農園”はおまかせ！

ほたるの郷は、新リーダーの下、

笑顔と思いやりあふれるユニット作

りを展開しています。

利用者様の「家に帰りたい！」等、

個々の希望に沿った外出支援もご家

族様と調整しながら行っています。

また、中庭の農園で、野菜や花を

つくり、季節を肌で感じてもらえる

よう支援し、収穫した野菜は、切干

だいこんや梅干しなどの保存食づく

り、夏は具だくさんのそうめん、冬

はお鍋、とユニット調理のメニュー

を増やしています。

今年度は、口腔機能・嚥下体操を

取り入れ、食事をいつまでも口から

おいしく食べていただけるよう支援

します。

新リーダー安本です！

いい季節になりました

みんなと散歩がてら荘外へ散策

さて、今年はなにを植えようか？

ちょっと、そこまでお買い物

ひまわりの郷は、外出支援に力をいれていき

ます。利用者様の思いを聞き取り、ご家族様

の協力を得ながら、ふるさと訪問・買い物に

出掛けます。

また、利用者様の経験を生かし、ひまわり

の郷の目の前に広がる中庭を無農薬の野菜作

り、収穫祭を兼ねたユニット調理を行います。

リーダーの寶野です

どれどれ、今年の桜はどんなもんかな？

思い、おもいの外出支援

医務だより

ﾃｸﾉ公園のﾁｭｰﾘｯﾌﾟ畑へ

地デジ化に向けて準備万端！



これが欲しかったのよ！

みかづきの郷では、“笑顔絶えない

生活の場”をテーマにサービス提供に

努めています。

日々の生活の中で、編み物や和裁、

野菜・花作りを通して皆様の笑顔を見

らる瞬間が多くあります。職員が利用

者様に教えていただくこともあり、と

もに作品作りに取り組んでいます。花

瓶敷、マフラー、パッチワークなど

様々な作品作りの機会を設け、挑戦し

ていただきたいと計画中です。

完成した作品は、生活の場での活用、

文化祭等への出展を行い、多くの方に

披露できればと考えています。

小麦はええ子やなあ

とうもろこしの種植え

4月1日より、給食委託会社が

“イフスコヘルスケア株式会社”

になりました。

朝陽ケ丘荘では、飲み込む力が弱く

なった方に提供している“ソフト食”

が定着し、去年度より、噛む力はある

のに、飲み込む力が少し弱くなった方

に提供してしる“極きざみ食”のゼ

リー化に取り組んでいます。

焼き魚は、ほぐすだけでは、パサパ

サしてかえってムセやすくなってしま

います。そこで薄味のだしをゼリー化

したものを混ぜ込み飲み込みやすくし

ました。

ソフト食

ゼリー化したきざみ食

花がきれいに咲いてますね

リーダーの谷口です

花瓶敷き作成中!!

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ喫茶“千鳥”の

ｺｰﾋｰは一味違うね！

あさぎりの郷では、広いスペースを活かし、

リハビリ体操時に利用者と職員とが輪になって

ラジオ体操を行っています。

♪音楽が流れると…丌思議！体が自然に動い

ている！利用者と職員が一緒に出来て、楽しく

一体感を感じられる体操…新たに覚えたり、練

習なんかいらない！？それがラジオ体操でした。

今では体操の時間になると、自然にご近所の

ユニット利用者も集まり、ユニット間の交流の

場になっています。

お昼ごはんに回転ずしへ

散髪の日は大忙し

買い物が終わってちょっと寄り道

春の日の一枚

“第一体操用～意”

いえいえ、

リーダーの

遠藤です



4月家族連絡会

総会

家族の会

役員の皆さん

ひのきしんの皆さん

みなさ～ん！保養荘に泊まって温泉に入って

美味しい料理を食べてのんびりしませんか？

（６０才以上のお客様、平日料金）

『ほっとする宿』

〒669-6702兵庫県美方郡新温泉町浜坂７

宿泊料金（1泊２食付）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ喫茶“千鳥”

平福地区のみなさん

8月 3日 納涼祭

8月 下旬 夜間想定避難訓練

9月 中旬 敬老祝賀行事

10月 5日 ふれあい運動会

10月 下旬 佐用高等学校ファッションショー

11月 上旬 総合防災訓練

11月 中旬 「介護の日」セミナー

11月23日 ふれあい模擬店

12月 中旬 平福保育園とのふれあいクリスマス会

朗読ボランティア ともしび
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